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仕様 標準プローブ：0. 23～12W/mK（−10～200℃） 
ワイヤープローブ：0.058～6W/mK（−100～1000℃） 
薄膜測定：50㎛～ 
プローブサイズ：50×100mm 

多種多様な物質の熱伝導率が迅速か
つ簡便に測定できます。 
プローブを均一温度の試料表面に押し
当てて測定すれば､わずか60秒で測定
値が得られます。 
また、フィルム（30～100μ m）やシート
及び薄板（0.1～8mm）のサンプル測定
は、うす膜測定用ソフトを用いて測定で
きます。 

注意点 

 試料表面に粉体が付着している試料、
湿潤している試料、導電性のある試料
などについては、測定が不可能な場合
があります。 

シート、フィルムを測定する際は、プ
ローブサイズ（50×100mm）よりも一回
り大きな試料を準備して下さい。 

プローブを押し当てたまま、プローブや
試料をずり動かさないで下さい。 


